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(57)【要約】
本発明は、リソースマッピング方法を開示した。無線通
信システムは、外部置換と内部置換によりサブキャリア
ーをリソースユニットにマッピングする。前記外部置換
は、N1個の物理リソースユニットを単位にしてn個の物
理リソースユニットに対して一回目の置換操作を行って
、前記一回目の置換操作によって得られたn個の物理リ
ソースユニットからn1×N1個の物理リソースユニットを
順次選択して、さらに余剰n－n1×N1個の物理リソース
ユニットに対してN2個の物理リソースユニットを単位に
して二回目の置換操作を行い、その中、n、N1、N2がい
ずれも1以上の整数であり、且つN1がN2に等しくなく、n
1が0以上の整数である、ことを含む。本発明の技術的案
によれば、基地局に適当なリソーススケジューリング粒
度とリソースユニットタイプを選択させることで、周波
数選択性利得と周波数ダイバーシチ利得を得て、未来無
線通信システムのスペクトル効率を向上させることがで
きる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムが外部置換と内部置換によりサブキャリアーをリソースユニットにマ
ッピングする方法であって、
　前記外部置換は、
　N1個の物理リソースユニットを単位にしてn個の物理リソースユニットに対して一回目
の置換操作を行って、前記一回目の置換操作によって得られたn個の物理リソースユニッ
トからn1×N1個の物理リソースユニットを順次選択して、さらに余剰のn－n1×N1個の物
理リソースユニットに対してN2個の物理リソースユニットを単位にして二回目の置換操作
を行い、その中、n、N1、N2がいずれも1以上の整数であり、且つN1がN2に等しくなく、n1
が0以上の整数である、ことを含む
無線リソースマッピング方法。
【請求項２】
　前記外部置換後、外部置換操作後の前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティ
ションにマッピングすることをさらに含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記周波数パーティションにマッピングされた後、前記周波数パーティションにマッピ
ングされた前記物理リソースユニットを扇形領域特定置換及び／又は直接マッピングによ
り集中型リソースグループ及び／又は分散型リソースグループに分けることをさらに含む
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記内部置換は、
　前記分散型リソースグループにおけるリソースユニットを論理分散型リソースユニット
に置換し、前記集中型リソースグループにおけるリソースユニットを論理集中型リソース
ユニットに直接マッピングすることを含む
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　余剰のn－n1×N1個の物理リソースユニットに対してN2個の物理リソースユニットを単
位にして二回目の置換操作を行う前に、n－n1×N1個の物理リソースユニットをもとの順
序にマッピングする或いはマッピングしない
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　外部置換操作後の前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティションにマッピン
グすることは、リソース配置によって前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティ
ションにマッピングすることを含む
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記リソース配置は、マルチキャリアー情報、前記物理リソースユニットの数n及び／
又はシステム帯域幅、周波数パーティション情報の一つまたはその組合せを含む
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記マルチキャリアー情報は、隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からなる物理
リソースユニットの数、大きさ、位置の少なくとも一つを指示することに用いられる
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記周波数パーティション情報は、周波数パーティションの数、周波数パーティション
の分散型リソースグループの大きさ、周波数パーティションの集中型リソースグループの
大きさ、N1またはN2またはN1及びN2の一つ又はその組合せを含む
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記リソース配置によって前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティションに
マッピングすることは、前記周波数パーティション情報から、前記n個の物理リソースユ
ニットに対して、まずmax（N1、N2）個の物理リソースユニットを単位にして置換して各
周波数パーティションを配置して、さらにmin（N1、N2）個の物理リソースユニットを単
位にして置換して各周波数パーティションを配置することを含む
ことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記n個の物理リソースユニットが隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からなる
物理リソースユニットを含むと、前記外部置換を行う時、前記隣接しているキャリアー間
の保護周波数帯からなる物理リソースユニットを直接マッピングし、且つ前記周波数パー
ティションにマッピングする時、前記隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からなる
物理リソースユニットを最後の一つの論理リソースグループを含む周波数パーティション
における論理集中型リソースユニットに直接マッピングすること、をさらに含む
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　N1>N2である
ことを特徴とする請求項１～11のいずれかの一つに記載の方法。
【請求項１３】
　前記外部置換は、行列置換、円置換マッピング、均等抽出置換、特定序列置換又はラン
ダム置換の一つまたはその組合せを採用する
ことを特徴とする請求項１～11のいずれかの一つに記載の方法。
【請求項１４】
　前記内部置換は、行列置換を採用する、または、システム帯域幅または置換が必要な序
列の長さによって行列置換、円置換マッピング、特定序列置換又はランダム置換の一つま
たはその組合せを採用することを決定する
ことを特徴とする請求項１～11のいずれかの一つに記載の方法。
【請求項１５】
　無線システムが外部置換と内部置換によりサブキャリアーをリソースユニットにマッピ
ングする方法であって、
　前記外部置換は、
　N1個の物理リソースユニットを単位にしてn個の物理リソースユニットにおけるn1個の
集中型物理資源ユニットを直接マッピングし、N2個の物理リソースユニットを単位にして
余剰のn－n1個の物理リソースユニットに対して置換操作を行い、直接マッピング及び置
換された前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティションにマッピングし、
　その中、直接マッピングされた前記n1個の物理リソースユニットがマッピングした前記
周波数パーティションに集中型リソースユニットとすることを含む
無線リソースマッピング方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に、無線リソースマッピング方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムにおいて、基地局は、端末にサービスを提供する設備であって、上り
/下り回線より端末と通信し、その中、下りが基地局から端末への方向であるが、上りが
端末から基地局への方向である。データ伝送にとっては、複数の端末は、上り回線より同
時に基地局へデータを送信することができ、下り回線より同時に基地局からデータを受信
するができる。基地局を採用して無線リソーススケジューリング制御を実現する無線通信
システムにおいて、システム無線リソースのスケジューリング割当は、基地局によって完
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成される。例えば、基地局によってその下り伝送時の下りリソース割当情報及び端末の上
り伝送時の上りリソース割当情報などを与える。
【０００３】
　商用化された無線通信システムにおいて、基地局は、空っぽな無線リソースをスケジュ
ーリングする場合、通常、１つの無線フレームを1つのスケジュール周期にし、無線リソ
ースを若干の無線リソースユニット（例えば、1つのスロット又は1つのコードワードに分
けてスケジューリングして、スケジューリング周期に無線リソースユニットをスケジュー
リングすることでそのカバーした端末へデータ又はマルチメディアサービスを提供する。
例えば、全世界的移動通信システム（Global System for Mobile communication、GSM）
を代表にする第2世代無線通信システムにおいて、基地局は、それぞれの周波数上の無線
資源を、4.615msを周期にする時分割多重接続（Time Division Multiple Address、TDMA
）無線フレームに分けて、無線フレームごとに8つのスロットが含まれ、1つのスロットが
1つのフルレート又は2つのハーフレートの通話路を伝送することができ、低速のデータサ
ービスを実現するこができ、汎用パケット無線サービス（General packet radio service
、GPRS）を代表にする第2.5世代無線通信システムにおいて、固定スロットに基づくパケ
ット交換を導入することでデータサービスレートを100kbps以上に向上させるが、時分割
・同期・符号分割多重接続（Time-Division Synchronization Code Division Multiple A
ddress、TD-SCDMA）を代表にする第3世代無線通信システムにおいて、基地局は、同様に
空っぽな無線リソースを、10msを周期にする無線フレームに分けて、10msごとに14個の伝
統的なスロットと6つの特殊なスロットが含まれ、伝統的なスロットが具体的なサービス
とシグナルを伝送することに用いられ、伝統的なスロットごとに異なるコードワードでユ
ーザーを区分する。
【０００４】
　長期発展型システム（Long Term Evolution、LTE）、UMB（Ultra Mobile Broadband）I
EEE 802.16mを代表にする未来無線通信システムは、直交波周波数分割多重（Orthogonal 
Frequency Division Multiplexing、OFDM）と直交周波数分割多重接続（Orthogonal Freq
uency Division Multiple Address、OFDMA）技術を採用するため、高速データと流暢マル
チメディアサービスを提供することに技術的な保障を提供するが、同時に無線リソース管
理にも新しい制約を提出する。
【０００５】
　まず、通信サービス量が次々大きくなるため、未来無線通信システムが占拠するシステ
ム帯域幅は、次々大きくなるが、連続する大きい帯域幅が次々少なくなる。このように、
分散している周波数資源を十分に利用するために、未来無線通信システムは、マルチキャ
リアーの搬送をサポートする必要があり、これにより、未来無線リソースのリソースマッ
ピングをより複雑にさせる。次に、タイプ又は能力が異なる端末をサポートするために、
未来、サポートが必要なサービスのタイプは、徐々に多くなるが、サービスのタイプが異
なるサービスの品質（Quality of Service）に対する需要は異なり、無線リソースユニッ
トに対する需要、特にIP音声（Voice over IP、VoIP）データパケットと小さい制御系情
報に対する需要も異なる。また、干渉は、既に無線通信システムの発展を制約する主な要
素になったが、フラクショナル周波数再利用(Fractional Frequency Reuse、FFR)などの
干渉抑制措置、EMBSなどのサービスをサポートするために、新規のリソースマッピング方
法を採用しなければならない。最後、無線通信のチャネル環境は、通常、変化し、且つリ
ソースユニットも多種のタイプ、例えば、集中型リソースユニットと分散型リソースユニ
ットがある。このような変化は、リソースマッピングがこれらの新規の特徴をサポートす
ることができることを要求する。
【０００６】
　従って、従来の無線リソースユニット（例えばスロット又はコードワード）及びその相
応のサブチャネル化とリソースマッピング過程は、すでに未来無線通信システムの需要を
満足することができなかったため、未来無線通信システムのスペクトル効率を確保するた
めに、新規の無線リソースのサブチャネル化とリソースマッピング方法をデザインするこ
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とが必要になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、相関技術に存在する従来の無線リソースユニット（例えばスロット又はコー
ドワード）及びその相応のサブチャネル化と資源マッピング過程が既に未来無線通信シス
テムの需要を満足することができなったと考えてなされるものであり、そのため、その目
的が未来無線通信システムのスペクトル効率を確保するように、無線リソースマッピング
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係るリソースマッピング方法、無線リソースマッピング方法は、無線
通信システムが外部置換と内部置換によりサブキャリヤーをリソースユニットにマッピン
グするものであり、
　前記外部置換は、
　N1個の物理リソースユニットを単位にしてn個の物理リソースユニットに対して一回目
の置換操作を行って、前記一回目の置換操作によって得られたn個の物理リソースユニッ
トからn1×N1個の物理リソースユニットを順次選択して、さらに余剰のn－n1×N1個の物
理リソースユニットに対してN2個の物理リソースユニットを単位にして二回目の置換操作
を行い、その中、n、N1、N2がいずれも1以上の整数であり、且つN1がN2に等しくなく、n1
が0以上の整数である、ことを含む。
【０００９】
　前記外部置換後、外部置換操作後の前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティ
ションにマッピングすることをさらに含む。
【００１０】
　前記周波数パーティションにマッピングされた後、前記周波数パーティションにマッピ
ングされた前記物理リソースユニットを扇形領域特定置換及び／又は直接マッピングによ
り集中型リソースグループ及び／又は分散型リソースグループに分けることをさらに含む
。
【００１１】
　前記内部置換は、
　前記分散型リソースグループにおけるリソースユニットを論理分散型リソースユニット
に置換し、前記集中型リソースグループにおけるリソースユニットを論理集中型リソース
ユニットに直接マッピングすることを含む。
【００１２】
　余剰のn－n1×N1個の物理リソースユニットに対してN2個の物理リソースユニットを単
位にして二回目の置換操作を行う前に、n－n1×N1個の物理リソースユニットをもとの順
序にマッピングする或いはマッピングしない。
【００１３】
　外部置換操作後の前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティションにマッピン
グすることは、リソース配置によって前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティ
ションにマッピングすることを含む。
【００１４】
　前記リソース配置は、マルチキャリアー情報、nと又はシステム帯域幅、周波数パーテ
ィション情報の一つまたはその組合せを含む。
【００１５】
　前記マルチキャリアー情報は、隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からなる物理
リソースユニットの数、大きさ、位置の少なくとも一つを指示することに用いられる。
【００１６】
　前記周波数パーティション情報は、周波数パーティションの数、周波数パーティション
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における分散型リソースグループの大きさ、周波数パーティションにおける集中型リソー
スグループの大きさ、N1またはN2またはN1及びN2の一つ又はその組合せを含む。
【００１７】
　リソース配置によって前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティションにマッ
ピングすることは、前記周波数パーティション情報から、前記n個の物理リソースユニッ
トに対して、まずmax（N1、N2）個の物理リソースユニットを単位にして置換して各周波
数パーティションを配置して、さらにmin（N1、N2）個の物理リソースユニットを単位に
して置換して各周波数パーティションを配置することを含む。
【００１８】
　前記n個の物理リソースユニットが隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からなる
物理リソースユニットを含むと、前記外部置換を行う場合、前記隣接しているキャリアー
間の保護周波数帯からなる物理リソースユニットを直接マッピングし、且つ前記周波数パ
ーティションにマッピングする時、前記隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からな
る物理リソースユニットを最後の一つの論理リソースグループを含む周波数パーティショ
ンにおける論理集中型リソースユニットにマッピングする。
【００１９】
　その中、前記N1>N2である。
【００２０】
　前記外部置換は、行列置換、円置換マッピング、均等抽出置換、特定序列置換又はラン
ダム置換の一つまたはその組合せを採用する。
【００２１】
　前記内部置換は、行列置換を採用する、または、システム帯域幅または置換が必要な序
列の長さによって行列置換、円置換マッピング、特定序列置換又はランダム置換の一つま
たはその組合せを採用することを決定する。
【００２２】
　無線リソースマッピング方法は、無線システムが外部置換と内部置換によりサブキャリ
アーをリソースユニットにマッピングするものであり、
　前記外部置換は、
　N1個の物理リソースユニットを単位にしてn個の物理リソースユニットにおけるn1個の
集中型物理資源ユニットを直接マッピングし、N2個の物理リソースユニットを単位にして
余剰のn－n1個の物理リソースユニットに対して置換操作を行い、直接マッピング及び置
換された前記n個の物理リソースユニットを周波数パーティションにマッピングし、
　その中、直接マッピングされた前記n1個の物理リソースユニットがマッピングした前記
周波数パーティションに集中型リソースユニットとすることを含む。
【００２３】
　本発明の上述した少なくとも一つの技術的案によれば、基地局に適当なリソーススケジ
ューリング粒度とリソースユニットタイプを選択させることで、周波数選択性利得と周波
数ダイバーシチ利得を得て、未来無線通信システムのスペクトル効率を向上させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】相関技術に係る無線通信システムのフレーム構造を示す図である。
【図２】相関技術に係る無線通信システムのリソース構造を示す図である。
【図３】本発明の実施例に係る無線リソースマッピング方法の流れを示す図である。
【図４】本発明の実施例に係る5MHz無線通信システムのリソースマッピング過程を示す図
である。
【図４ａ】本発明の実施例に係る5MHz無線通信システムの他のリソースマッピング過程を
示す図である。
【図５】本発明の実施例に係る10MHz無線通信システムのリソースマッピング過程を示す
図である。
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【図５ａ】本発明の実施例に係る20MHz無線通信システムのリソースマッピング過程を示
す図である。
【図６】本発明の実施例に係る5MHz無線通信システムの他のリソースマッピング過程を示
す図である。
【図７】本発明の実施例に係る無線通信システムのマルチキャリアーモードでのリソース
マッピング過程を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の実施例を説明する前に、まず無線通信システムにおける無線リソースのリソー
スマッピング過程を簡潔に説明する。
【００２６】
　簡単に説明すると、無線リソースマッピング過程は、物理リソース（例えば物理サブキ
ャリアー）を論理リソースにマッピングする過程である。無線通信システムにおけるリソ
ースマッピングの主な根拠は、当該無線通信システムのフレーム構造とリソース構造であ
り、フレーム構造が無線通信システムにおける無線リソースの時間領域での構造を説明し
、リソース構造が無線システムにおける無線リソースの周波数領域での構造を説明する。
未来の無線通信システム（例えば、OFDMとOFDMA技術を基にする無線通信システム）にお
いて、フレーム構造は、一般的に、無線リソースをスーパーフレーム、フレーム、サブフ
レームと符号に分けてスケジューリングして、まず無線リソースを時間的に連続するスー
パーフレームに分けて、スーパーフレームごとに複数のフレームが含まれ、フレームごと
に複数のサブフレームが含まれ、サブフレームが最も基本的なOFDM符号から構成され、ス
ーパーフレームにおけるフレーム、サブフレーム及びOFDM符号の数がOFDMシステムの基本
的なパラメーターによって決定され、伝送効率を向上させるために、複数のサブフレーム
をカスケードして統一的にスケジューリングすることができるという特徴を持つ。図１に
示すように、無線リソースは、時間領域にスーパーフレーム（Super frame）、例えば、
スーパーフレーム1、スーパーフレーム2、スーパーフレーム3に分けられ、スーパーフレ
ームごとに4つのフレーム（Frame）、例えば、フレーム1～フレーム4が含まれ、フレーム
ごとに8つのサブフレーム（Subframe）、例えばフレーム1～サーブフレーム8が含まれ、
サブフレームが6つの基本的なOFDM符号（Symbol）、例えば、符号1～符号6から構成され
る。
【００２７】
　ところで、未来の無線通信システムのリソース構造の主な特徴は、無線リソースを複数
の周波数パーティション（Frequency Partition）に分けて、周波数パーティションごと
に集中型リソース領域及び／又は分散型リソース領域に分けられ、図２に示すように、1
つのサブフレームの使用可能物理サブキャリアーが3つの周波数パーティションに分けら
れて3つのセルをサポートして、周波数パーティションごとに集中型リソースと分散型リ
ソースが含まれてスケジューリングの融通性を実現する。未来無線通信システムにおける
フレーム構造とリソース構造の特徴によって、本発明の実施例は、無線リソースマッピン
グ方法を提供する。
【００２８】
　以下、実施例を結び付けて図面を参照して本発明を詳しく説明する。必要によって説明
するように、衝突しない場合では、本発明の実施例及び実施例におけるそれぞれの特徴が
互いに組み合わせることができる。
【００２９】
　本発明の実施例に係る無線リソースマッピング方法は、無線通信システムが外部置換と
内部置換によりサブキャリアーをリソースユニットにマッピングすることに用いられる。
一般的に、図３に示すように、当該方法は、ほぼ以下のように行うことができる。シング
ルキャリアーシステムの使用可能帯域幅に対して、まず物理リソースユニット（Physical
 Resource Unit、PRU）に分けて、その後、外部置換を行う。一方、ここでの外部置換は
、1種のリソーススケジューリング粒度（即ち、置換操作を行う時に用いるPRUの個数）で
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行うことができ、2種以上の異なるリソーススケジューリング粒度で行うこともできる。
一方、外部置換は、優先的に行列置換を採用し、当然、需要に応じてその他の適当な置換
方式を採用してもよく、本発明がこれに対して制限しない。その後、置換後の物理リソー
スユニットを周波数パーティションにマッピングして内部置換を行い、内部置換の過程が
内部置換と直接マッピングとして理解されることができ、内部置換によって得られるもの
が論理分散型リソースユニット（Logical Distributed Resource Unit、LDRU）であるが
、直接マッピングによって得られるものが論理集中型リソースユニット（Logical Locali
zed Resource Unit、LLRU）である。
【００３０】
　外部置換された物理リソースユニットは、周波数パーティションにマッピングされる場
合、リソース配置によって当該マッピング過程を行うことができ、具体的に、ここでのリ
ソース配置は、マルチキャリアー情報、物理リソースユニットの数n及び／又はシステム
帯域幅、周波数パーティション情報の一つまたはその組合せを含むことができる。上述し
た情報では、マルチキャリアー情報は、隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からな
る物理リソースユニットの数、大きさ、位置を指示することに用いられるが、周波数パー
ティション情報は、周波数パーティションの数、周波数パーティションにおける分散型リ
ソースグループの大きさ、周波数パーティションにおける集中型リソースグループの大き
さ、外部置換を行う粒度（単位）Nの一つまたはその組合せを含む。ここでのNは、N1（例
えば、1、2、4）であってもよい、即ち、１種の粒度は、N1（例えば、4）及びN2（例えば
、1、2）であってもよい、即ち、2種の粒度は、他の場合であってもよい。ここで一つ一
つ列挙しない。リソースグループの大きさとは、当該リソースグループにおける物理リソ
ースユニットの数である。
【００３１】
　外部置換にとっては、チャネル品質フィード・バックの粒度（粒度は、含まれる物理リ
ソースユニットの数である）、システム帯域幅または置換が必要な序列の長さによって行
列置換、円置換マッピング、均等抽出置換、特定序列置換とランダム置換の一つまたはそ
の組合せを選択して使用することができるが、内部置換にとっては、システム帯域幅又は
置換が必要な序列の長さによって行列置換、円マッピング置換、特定序列置換とランダム
置換の一つまたはその組合せを選択して使用することができる。例えば、もとの序列が[0
、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11]であり、置換の長さが12であると、行列置換を採
用して、[0、4、8、1、5、9、2、6、10、3、7、11]であってもよい、置換マトリックスが
[0、1、2、3；4、5、6、7； 8、9、10、11]であると、特定序列置換を採用して、置換序
列[0、 6、 3、 10、 7、 4、 1、 11、 8、 2、 5、 9]が置換後の序列順序である。原
則的には、いくつかの行列置換に基づく変種は、依然として行列置換に属す。例えば、も
との序列が[0、1、2、3、4]であると、置換後の序列が0、3、1、4、2であり、本質的に依
然として行列置換に属し、即ち[0、1、2；3、4、5]の前の5つである。置換の序列の長さ
がより小さい場合にとっては、行列置換を使用してより良い離散性を得ることができ、且
つ実現過程が簡単で、複雑度が低い。また、均等抽出置換は、行列置換で第一置換を取っ
て代わるまたは第一置換に等しくて行列置換を採用することができるが、二回目の置換の
前にまず物理リソースユニットをもとの順序にマッピングする。例えば、外部置換におけ
るもとの序列が[0、1、2、3、4、5]であると、間隔が2である均等抽出置換後の序列が：[
0、2、4、1、3、5]であり、この場合、[0、1；2、3；4、5]の行列置換に等しい。円マッ
ピング置換、特定序列置換とランダム置換は、置換序列の長さに対して制限がない。
【００３２】
　マルチキャリアーシステムに対して、リソースマッピングの過程は、シングルキャリア
ーと類似する。マルチキャリアーシステムは、マルチキャリアー情報から各キャリアー上
の保護周波数帯の使用情況、例えば、物理リソースユニットを形成することに用いられる
ことができる保護周波数帯の数を確定し、その後、各キャリアーがシングルキャリアーの
リソースマッピング過程によってリソースマッピングする。
【００３３】
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　実施例1
　当該実施例が提供する無線リソースマッピング方法においては、外部置換を行う場合、
全ての物理リソースユニットに対して置換を行うが、論理の集中型リソースユニットに対
して、外部置換が直接マッピングを採用することができる。これは、以下の実施例2に説
明する。上述したように、外部置換を行う場合、多種の方式があってもよい。例えば、以
下のような2種を含むがこれに限られない。
【００３４】
　方式一：1種のリソーススケジューリング粒度で行う。N1個の物理リソースユニットを
単位にして全てのn個の物理リソースユニットに対して置換操作を行い、置換されたn個の
物理リソースユニットを周波数パーティション（Frequency Partition）にマッピングし
て、後続する内部置換を行う。
【００３５】
　方式二：まずN1個の物理リソースユニットを単位にして一回目の置換操作を行って、一
回目の置換操作によって得られたn個の物理リソースユニットからからn1×N1個の物理リ
ソースユニットを順次選択して、更に余剰のn－n1×N1個の物理リソースユニットに対し
てN2を単位にして二回目の置換操作を行い、二回目の置換操作後のn個の物理リソースユ
ニットを周波数パーティションにマッピングし、その中、n、n1、N1、N2がいずれも1以上
の整数であり、且つN1がN2に等しくなく、優先的に、N1>N2と設置することができ、この
ように、N1個の物理リソースユニットを単位にして置換する時の全ての物理リソースユニ
ットが連続することを保証することができ、後続するN2個の物理リソースユニットを単位
にして行う置換に対していかなる制限がない。
【００３６】
　なお、本発明の実施例に係る外部置換と内部置換は、過程について言われるものである
が、具体的な操作についてのものではなく、外部置換が置換操作のほか、直接マッピング
操作を含んでもよく、類似して、内部置換が置換操作のほか、直接マッピング操作を含ん
でもよい。発明を無駄に混淆するために、以上の説明を行うが、本発明の本質に影響を与
えなくて、本発明に対するいかなる制限を構成すると考えるべきではない。
【００３７】
　以下、さらに実施例より実施例1の無線リソースマッピング方法の実現過程を説明する
。
【００３８】
　実例1
　図４に5MHz無線通信システム下での本発明の実施例のリソースマッピング過程を示す。
その中、5MHzシステムのFFT点数は、512であり、サブフレーム内の使用可能サブキャリア
ーは、432個であり、共にn＝24個の物理リソースユニットに分けて、各物理リソースユニ
ットの大きさは、18×6であり、図４での（１）に示すようなものである。図４での（２
）に示すように、24個の物理リソースユニットを、4つの物理リソース（即ち、N1＝4）を
単位にして共に0～5の6つの部分に分ける。
【００３９】
　続いて、0～5の6つの部分に行列置換を採用して外部置換、即ち、上述した一回目の置
換を行ない、置換マトリックスが[0、 1、 2； 3、 4、 5]であり、置換後の順序が0、3
、1、4、2、5であり、図４での（３）に示すようなものである。その後、前後順序によっ
て0と3の2つの部分（即ち、n1＝2）を抽出し、もとに2×4＝8つの物理リソースユニット
があって、それぞれ0、1、2、3、12、13、14、15であり、図４での（４）に示すようなも
のである。
【００４０】
　余剰のn－n1＝24－8＝16個の物理リソースユニットを、1つの物理リソースユニットを
単位（即ちN2＝1）にして分けて、行列置換を採用して外部置換、即ち、上述した二回目
の置換を行い、置換マトリックスが4×4マトリックスであり、置換後の順序が4、16、8、
20、5、17、9、21、6、18、10、22、7、19、11、23であり、図４での（５）に示すような
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ものである。
【００４１】
　図４での（６）に示すように、上述した外部置換を行った後の物理リソースユニットを
周波数パーティション（Frequency Partition）に割り当て、図４での（７）に示すよう
に、集中型リソースグループと分散型リソースグループに直接マッピングする。優先的に
、扇形領域特定置換と直接マッピング置換により周波数パーティションでの物理リソース
ユニットを集中型リソースグループ及び／又は分散型リソースグループに分けることがで
き、また、扇形領域特定置換を単独で使用して実現することができる。
【００４２】
　本実施例では、リソース配置情報によっては全体のサブフレームを3つの周波数パーテ
ィションに分けて、具体的に、図４に示すように、周波数パーティション1に8つの物理リ
ソースユニットが含まれ、前の4つの物理リソースユニットが1つの集中型リソースグルー
プ（或るいは集中型領域と称する）を構成し、後の4つの物理リソースユニットグループ
が1つの分散型リソースグループを構成し、周波数パーティション2に12個の物理リソース
ユニットが含まれ、その中、前の10個の物理リソースユニットが1つの集中型リソースグ
ループを構成し、後の2つの物理リソースユニットが1つの分散型リソースグループを構成
し、周波数パーティション3に4つの物理リソースユニットが含まれ、当該4つの物理リソ
ースユニットが1つの集中型リソースグループを構成する。これにより分かるように、周
波数パーティションに集中型リソースグループと分散型リソースグループを含むことがで
き、集中型リソースグループのみを含んでもよいし、分散型リソースグループのみを含ん
でもよい。
【００４３】
　なお、周波数パーティションにマッピングされる物理リソースユニットに対して、優先
的に、周波数パーティション情報から、まずmax（N1、N2）、即ち4つの物理リソースユニ
ットを単位にして各周波数パーティションを配置して、さらにmin（N1、N2）、即ち、1つ
の物理リソースユニットを単位にして各周波数パーティションを配置する。具体的に、周
波数パーティション2における集中型リソースグループは、外部マッピングする時に4つの
物理リソースユニットを単位にすると要求し、その他の集中型リソースグループと分散型
リソースグループは、外部マッピングする時に1つの物理リソースユニットを単位にする
と要求する。
【００４４】
　続いて、図４での（８）に示すように、内部置換を行って、論理リソースユニット（Lo
gical Resource Unit、LRU）を得る。内部置換の過程は、分散型リソースグループを論理
分散型リソースユニット（Logical Distributed Resource Unit、LDRU）に置換し、具体
的に、下り回線の分散型リソースグループにおけるリソースユニットをサブキャリアー置
換により下り論理分散型リソースユニットにマッピングし、上り回線の分散型リソースグ
ループにおけるリソースユニットをTile置換により上り論理分散型リソースユニットにマ
ッピングする。これに基づき、下り集中型リソースグループにとっては、その中のリソー
スユニットが論理集中型リソースユニットに直接マッピングされるが、下り分散型リソー
スユニットにとっては、円置換マッピングにより分散型リソースグループにおけるデータ
サブキャリアーを置換操作し、円置換公式がj’=（a*j+s）mod Nscであり、Nscが分散型
リソースグループでのデータサブキャリアーの総計であり、aとNscが互いに素になり、s
が0～Nscの数に属し、jが内部置換前のサブキャリアーの順番、0～Nscを代表し、j’が円
置換後の順番である。
【００４５】
　これまで、外部置換と内部置換を行った後、論理集中型リソースユニットと論理分散型
リソースユニットを得て、5MHz無線通信システム下でのリソースマッピング過程を完成さ
せた。
【００４６】
　外部置換の第一回目の置換において、均等抽出置換を採用すると、間隔が2である場合
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、置換後の序列は、[0、3、1、2、4、5]である。図４aに示すように、本質的にこのよう
な置換序列は、特定置換に属すまたは第1置換に行列置換を採用することに等しいが、二
回目の置換の前にまず物理リソースユニットをもとの順序にマッピングする。
【００４７】
　実例2
　図５に10MHz無線通信システム下での本発明の実施例のリソースマッピング過程を示す
。実例1と同じ又は類似の細い点に対して、ここでさらに説明しない。
【００４８】
　その中、10MHz無線通信システのFFT（Fast Fourier Transform）点数は、1024個であり
、サブフレームでの使用可能サブキャリアーは、864個であり、共に0～47の48個の物理リ
ソースユニットに分けて、図５での（１）に示すように、各物理リソースユニットの大き
さは、18×6である。図５での（２）に示すように、図４と類似して、48個の物理リソー
スユニットを、4つの物理リソースユニット（N1＝4）を単位にして共に0～11の12個の部
分に分ける。
【００４９】
　その後、図５での（３）に示すように、0～11の12個の部分に行列置換を採用して外部
置換、即ち、上述した一回目の置換を行い、置換マトリックスは、4×3であり、置換後の
順序は、0、4、8、1、5、9、2、6、10、3、7、11である。
【００５０】
　前後順序によって0、4と8の3つの部分を抽出して、共に3×4＝12個の物理リソースユニ
ットがあって、それぞれ00、01、02、03、16、17、18、19、32、33、34、35であり、図５
での（４）に示すようなものである。
【００５１】
　残りの36個の物理リソースユニットを1つの物理リソースを単位として分けて、行列置
換を採用して外部置換、即ち上記二回目の置換を行って、置換マトリックスが6×6マトリ
ックスであり、置換された後の結果が図５での（５）に示すようなものである。
【００５２】
　図５での（６）に示すように、上述した外部置換を行った後の物理リソースユニットを
基地局配置情報及び／又はパーティション配置情報から周波数パーティションに割り当て
、図５での（７）に示すように、集中型リソースグループと分散型リソースグループに直
接マッピングする。本実施例では、共に3つの周波数パーティションがあって、その中、
周波数パーティション1に共に16個の物理リソースユニットがあって、前の8つの物理リソ
ースユニットが集中型リソースグループを構成し、後の8つの物理リソースユニットが分
散型リソースグループを構成し、周波数パーティション2に共に16個の物理リソースユニ
ットがあって、その中、前の8つの物理リソースユニットが集中型リソースグループを構
成し、後の8つの物理リソースユニットが分散型リソースグループを構成し、周波数パー
ティション3に共に16個の物理リソースユニットがあって、前の8つの物理リソースユニッ
トが集中型リソースグループを構成し、後の8つの物理リソースユニットが分散型リソー
スグループを構成する。
【００５３】
　その後、図５での（８）に示すように、内部置換を行って、集中型領域における物理リ
ソースユニットを論理集中型リソースユニットに直接マッピングし、分散型領域における
物理リソースユニットを論理分散型リソースユニットに置換する。
【００５４】
　図５aに20MHz無線通信システム下での本発明の実施例のリソースマッピング過程を示す
。当該処理過程と上述した各処理との主な異なる点は、n2＝2、即ち2つの物理リソースユ
ニットを置換単位にして上述した第二置換操作を行い、且つ外部置換における第二置換が
円マッピング置換を採用することにある。実例1と同じまたは類似の細い点に対して、こ
こでさらに説明しない。
【００５５】



(12) JP 2012-509043 A 2012.4.12

10

20

30

40

50

　これまで、外部置換と内部置換を行った後、論理集中型リソースユニットと論理分散型
リソースユニットを得て、リソースマッピング過程を完成させた。
【００５６】
　実施例2
　以上に示した実施例において、外部置換を行う場合、全ての物理リソースユニットを置
換したが、しかし、本発明はこれに限られなく、外部置換を行う場合、物理リソースユニ
ットの一部、例えば、集中型リソースユニットを直接マッピングし、物理リソースユニッ
トの他の別の一部を置換することができる。なお、外部置換を行う時に直接マッピングす
る物理リソースユニットは、後続して周波数パーティションにマッピングされる場合、集
中型リソースユニットとして集中型領域に位置することしかできない。図６に示す実施例
により本発明をより良く理解することができる。
【００５７】
　実例3
　図６に5MHz無線通信システム下での本発明の実施例のリソースマッピング過程を示す。
当該過程において、外部置換は、直接マッピングを含む。
【００５８】
　図４に示す実例1と類似して、24個の物理リソースユニットを、4つの物理リソースユニ
ットを単位にして共に0～5の6つの部分に分ける。実施例と異なることは、当該実施例3に
おいて、図６に示すように、0、1と2の3つの部分、即ち、物理リソースユニット0、1、2
、3、4、5、6、7、8、9、10、11を直接マッピングして論理集中型リソースユニットに用
い、余剰の物理リソースユニット、即ち、3、4、5の3つの部分における物理リソースユニ
ット、それぞれ12、13、14、15、16、17、18、19、20、21、22、23を、1つの物理リソー
スを単位にして行列置換を採用して外部置換し、置換マトリックスが3×4であり、置換後
の結果が12、16、20、13、17、21、14、18、22、15、19、23である。
【００５９】
　類似して、外部置換後の物理リソースユニットを優先的にパーティション配置情報から
周波数パーティションに割り当て、集中型リソースグループと分散型リソースグループに
直接マッピングする。共に3つの周波数パーティションがあって、各周波数パーティショ
ンに8つの物理リソースユニットが含まれ、且つ前の4つの物理リソースユニットが集中型
リソースグループを構成し、後の4つの物理リソースユニットが分散型リソースグループ
を構成する。これにより分かるように直接マッピングする3つの部分に含まれる物理リソ
ースユニットに対して、周波数パーティションにマッピングされる場合に集中型リソース
ユニットとして集中型領域に位置し、具体的に、0の部分に含まれる物理リソースユニッ
ト0、1、2、3が周波数パーティション1の集中型リソースグループを構成し、1の部分に含
まれる物理リソースユニット4、5、6、7が周波数パーティション2の集中型リソースグル
ープを構成し、2の部分に含まれる物理リソースユニット8、9、10、11が周波数パーティ
ション3の集中型リソースグループを構成する。上述した集中型リソースグループは、内
部置換を行う時に論理集中リソースユニットに直接マッピングされる。
【００６０】
　なお、外部置換過程で直接マッピングされる集中型リソースユニット（即ち、0～11）
の周波数パーティションにマッピングされる時の処理は、上述したものに限られなく、例
えば、その中のリソースユニットを異なる周波数パーティションにマッピングし、8、9を
周波数パーティション2に、10、11を周波数パーティション3にマッピングするなどで、要
するに、本発明の考えによって周波数マッピング過程に対して様々の変形と修正を行うこ
とができ、いずれも本発明の請求範囲内に含まれる。
【００６１】
　これまで、外部置換と内部置換を行った後、論理集中型リソースユニットと論理分散型
リソースユニットを得て、5MHz無線通信システム下でのリソースマッピング過程を完成さ
せた。
【００６２】
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　なお、実施例1と実施例2に係るn個の物理リソースユニットは、隣接しているキャリア
ー間の保護周波数帯からなる物理リソースユニットを含めない。隣接しているキャリアー
間の保護周波数帯からなる物理リソースユニットが存在することに対して、以下の実施例
3に説明する。
【００６３】
　実施例3
　隣接しているキャリアー間の保護周波数帯からなる物理リソースユニットが存在すると
、外部置換を行う場合、上記の物理リソースユニットを直接マッピングすることが必要と
なるが、置換しない。実施例2に説明した外部置換における直接マッピングと類似して、
直接マッピングを行う当該物理リソースユニットは、後続して周波数パーティションにマ
ッピングされる場合に集中型リソースグループのみに位置することができ、外部置換を行
う場合に論理集中型リソースユニットに直接マッピングされる。以下、図７及び実施例4
を結び付けて実施例3の技術的案を説明する。
【００６４】
　実例4
　図７にマルチキャリアーモード下での本発明実施例のリソースマッピング過程を示す。
当該場合では、2つの隣接している5MHzシステムがあって、中間の部分が重なった保護サ
ブキャリアーがリソースマッピングを行ってデータを伝送する。一つ目の5MHzシステムに
対して、0～23の24個の物理リソースユニットに加えて、保護サブキャリアーから2つの物
理リソースユニット、即ち、図７に示す24と25を構成し、外部置換時、このような2つの
物理リソースユニットを直接マッピングして、集中型リソースユニットに用いる。なお、
マルチキャリアー配置情報によって、最後の一つの物理リソースユニットは、予め規定し
た（例えば、標準またはプロトコルによって規定した）物理リソースユニットに含まれる
サブキャリアーの数と同じとは限らなく、例えば、本実施例における物理リソースユニッ
ト25に含まれるサブキャリアーの数が物理リソースユニット0より少ない。これは、使用
可能な保護サブキャリアーの数によって決定される。
【００６５】
　続いて、0～5の6つの部分に行列置換を採用して外部置換を行うが、24と25の2つの物理
リソースユニットに対して直接マッピングする。ここでの置換マトリックスは、[0、1、2
；3、4、5]であり、置換後の順序は、0、3、1、4、2、5である。その後、前後順序によっ
て0と3の2つの部分を抽出し、共に2×4＝8つの物理リソースユニットがあって、それぞれ
0、1、2、3、12、13、14、15である。
【００６６】
　余剰の24－8＝16個の物理リソースユニットを、1つの物理リソースユニットを単位（即
ち、N2＝1）にして分けて、行列置換を採用して外部置換を行い、置換マトリックスが4×
4マトリックスであり、置換後の順序が4、16、8、20、5、17、9、21、6、18、10、22、7
、19、11、23である。このように外部置換を完成させる。
【００６７】
　外部置換後の物理リソースユニットを周波数パーティション（Frequency Partition）
に割り当て、基地局配置情報及び／又はパーティション配置情報によって集中型領域と分
散型領域に分ける。図７に示すように、共に3つの周波数パーティションがあるが、直接
マッピングされる物理リソースユニット24と25は、周波数パーティション3に位置し、且
つ周波数パーティション3における集中型領域に位置する。
【００６８】
　これまで、外部置換と内部置換を行った後、論理集中型リソースユニットと論理分散型
リソースユニットを得て、マルチキャリアーモード下で保護サブキャリアーからなる物理
リソースユニットが存在する時のリソースマッピング過程を完成させた。当該実施例にお
けるの他の細い点は、実施例1を参照して理解することができ、同じまたは類似の部分に
対して、ここで必要以上に説明しない。
【００６９】
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　上述したことによって分かるように、本発明は、未来無線通信システムの特徴に基いて
、未来無線通信システムをサポートしてその無線リソース単位のリソースマッピング過程
を規範して、未来無線通信システムにおける無線リソーススケジューリングの融通性を保
障し、無線リソースのスケジューリング効率を向上して、最終に各種のサービスタイプの
QoSを保障して、未来無線通信システムのスペクトル効率を向上するように、新しい無線
リソースマッピング方法を提供する。
【００７０】
　明らかになるように、当業者は、上述した本発明の各ステップが汎用計算装置で実現さ
れことができ、それらが単独の計算装置に集中される、または、複数の計算装置からなる
ネットワークに分布されることができ、優先的に、それらが計算装置で実行可能なプログ
ラムコードを用いて実現されることができて、それによって、それらを記憶装置に記憶し
て計算装置によって実行するまたはそれらを各集積回路モジュールにそれぞれ作成する、
またはそれらのうちの複数のモジュール又はステップを単独の集積回路モジュールに作成
して実現すると分かるべきである。このように、本発明は、いかなる特定のハードウエア
とソフトウェアとの結合に制限されるものではない。
【００７１】
　上述したものは、本発明の優先的な実施形態だけであるが、本発明を限定することに用
いられるものではなく、当業者にとっては、様々な変更と変化を実施することができる。
実質及び要旨を逸脱しない範囲で、当業者が本発明に対して行った様々の修正、等同切替
、改良などは、本発明の特許請求の範囲に含まれると理解すべきである。

【図１】

【図２】

【図３】
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